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～ 琴勇輝関「小豆島夢応援大使」委嘱式 ～
青少年の夢と希望を応援します！

毎号とじて保存しましょう
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3月20日の「瀬戸内国際芸術祭2016」開幕が迫ってきました。
第３回目となる今回も、多数の魅力的な作品が展開されます。
来場される皆さまに存分に楽しんでいただけるよう“おもてなしのココロ”
で瀬戸内国際芸術祭を迎えましょう。

　

今
、
島
々
の
人
口
は
減
少
し
、
高
齢

化
が
進
み
、
地
域
の
活
力
の
低
下
に

よ
っ
て
、
島
の
固
有
性
は
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
る

中
で
当
初
か
ら
掲
げ
ら
れ
て
き
た
テ
ー

マ
『
海
の
復
権
』。
２
０
１
０
年
か
ら

始
ま
っ
た
芸
術
祭
は
、
２
０
１
３
年
の

第
2
回
芸
術
祭
は
春
・
夏
・
秋
の
3

シ
ー
ズ
ン
に
分
け
、
会
場
も
12
島
と
拡

大
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
る
も

の
を
活
か
し
新
し
い
価
値
を
生
み
だ

す
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
現
代
ア
ー

ト
の
作
家
や
建
築
家
、
島
に
暮
ら
す

人
々
と
の
協
働
に
よ
り
、
そ
こ
で
し
か

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
数
々
の
作
品
が

生
ま
れ
、
地
域
の
資
源
が
生
き
返
り
創

造
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
3
回
目
と
な
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
２
０
１
６
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き

続
き
地
域
の
資
源
を
明
ら
か
に
、「
あ

る
も
の
を
活
か
し
新
し
い
価
値
を
生
み

出
す
」
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ベ

ン
ト
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
単
な
る
観
光

事
業
や
美
術
展
、
イ
ベ
ン
ト
と
は
全
く

異
な
る
芸
術
祭
と
し
て
、
特
に
『
海
で

つ
な
が
る
ア
ジ
ア
・
世
界
と
の
交
流
』

『
瀬
戸
内
の
「
食
」
を
味
わ
う
「
食
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」』『
地
域
文
化
の
独
自
性

の
発
信
』
に
力
を
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
「
自
分
の
住
む
島
に
お
客
さ
ん
を
迎

え
る
」
と
い
う
こ
と
は
、「
自
分
の
家

に
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
」
と
い
う
こ
と

と
同
じ
で
す
。
そ
の
“
お
も
て
な
し
の

コ
コ
ロ
”
で
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

　

島
と
い
う
の
は
、
不
利
・
不
便
な
条

件
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
島

全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
“
お
も
て
な
し

の
コ
コ
ロ
”
で
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
人
々
が
訪
れ
る
“
観

光
”
が
島
の
人
々
の
“
感
幸
”
に
つ
な

が
り
、
地
域
を
よ
り
一
層
、
活
性
化
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

いよいよ開幕 !!
瀬戸内国際芸術祭2016

人
々
が
訪
れ
る〝
観
光
〟が

島
の
人
々
の〝
感
幸
〟
に

〝
お
も
て
な
し
の
コ
コ
ロ
〟が

根
付
く
島
、小
豆
島
・
豊
島

◀三田村管打団？
（前回の瀬戸内国際芸術祭）
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　高山右近は、今年1月21日、ローマ法王によ
り「福者」に認定されることの決まった戦国時
代のキリシタン大名で領地と財産を捨てて小豆
島に隠れ住んでいた時期があります。小豆島に
おける高山右近の生活については、隠れ家が島

　これまで小豆島では島の産業をクローズアップする事業
（オリーブ100年祭、醤油サミット、小豆島石のシンポジウム）
が行われてきました。今回は、「小豆島手延素麺」にスポッ
トをあてます。
　「素麺の歴史」を紐解き、「瀬戸内海・海の道 そうめんロー
ド」をたどり、日本の伝統を守り続けている素麺産業を情
報発信し、世界的に注目される「本物の食」をアピールし
ていきます。

のどこにあったか諸説ありますが、四方は山のほかは何も見えず、外から
はだれも来ないところであったと記されており、右近は小豆島ゆかりの歴
史上の人物です。
　フィリピン移民100周年記念・高山右近生誕450年を記念して、日比親善
の役割を担い、NPO 法人東京オペラ協会によって製作・上演されている
日比合作オペラ「高山右近−剣か愛か」は、平和を愛し、自分を信じる道
を貫き通した高山右近の生き方を美しい歌声と共に感動を伝え、争いの絶
えない現代へのメッセージを送り続けるものです。

▶実施場所／土庄町立中央公民館
▶実施日時／3月27日㈰
　　　　　　13:00〜15:00
▶出演／ NPO 法人 東京オペラ協会

▶演目／日比合作オペラ「高山右近
　　　　−剣か愛か」
●台本：石多エドワード
●作曲：マヌエル・マランバ

▶実施場所／土庄町立中央公民館
▶実施日時／11月3日（木・祝）
　　　　　　　13:00〜16:00
▶プログラム／小豆島素麺の歴史（15分）
　　　　　　　基調講演（50分）
　　　　　　　パネルディスカッション（90分）
※その他、ロビーなどでも催し物を開催予定。

　前回の瀬戸内国際芸術祭2013で誕生した26基の石の絵手紙に加えて、瀬戸内国際
芸術祭2016では、土庄港、エンジェルロード公園、廻り池などに13基の石の絵手紙
を設置し、さらなる石の絵手紙ロードの周知と観光客の増加を図ります。

　「絵手紙」は心が伝わるものとして
近年、注目を集めています。小豆島で
は小豆島石を使った「石の絵手紙」を
制作し、小豆島石とともに絵手紙を普
及してきました。絵手紙のメッセージ
には小豆島のテーマである「癒しと和
み」がクローズアップされています。

Ⅱ 島の資源活用と再生

「石の絵手紙ロード」

瀬戸内国際芸術祭2016関連企画

瀬戸内国際芸術祭2016 土庄町オリジナル企画

瀬戸内国際芸術祭2016土庄町オリジナルイベント

瀬戸内国際芸術祭2016関連イベント

Ⅰ

Ⅲ

癒しと和みの島・小豆島から平和へのメッセージ

「オペラ 高山右近−至福の王者−剣か愛か−」

食の伝統と文化を継承する

「小豆島そうめんシンポジウム」
−歴史を誇る瀬戸内海・海の道 そうめんロードをたどる−

基調講演
テリー植田（ソーメン二郎）
1971年生まれ、奈良県桜井市出身。
TV-CM プランナーを経てイベントプ
ロデューサーとして現在活躍中。
そうめん研究家のソーメン二郎として
各地でそうめんをアピールしています。

歴史と文化・アートの町 とのしょう2016
　今回の瀬戸内国際芸術祭2016において土庄町は、『歴史と文化・アートの町 とのしょう2016』と題して、「島
民参加・交流」を軸に「アートと食と町のにぎわい」をテーマにしたさまざまな事業を開催します。
　小豆島の地場産業を通した「地域間交流」「食文化」を題材にしたイベントや企画により芸術とともに育まれてい
く町の活性化の様子を表現していきます。

【問い合わせ先】町役場商工観光課 ☎62-7004
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　J2ファジアーノ岡山といえば、チームの一体感
を高め、より強い集団になるために行われる「小
豆島ウィンターキャンプ」が恒例で、2013年か
ら続いています。
　今年のキャンプは、昨年のような過酷な無人島
キャンプとは趣向を変え、野外活動センターを使っ
た「A.S.E」といわれるプログラムに取り組みま
した。
　A.S.E とは「Action ＝実際行動」を通して、

「Socialization ＝社会化」を養うための「Expe
rience ＝体験」で、1人では解決できないような
課題に対してグループ全員でアイディアを出し、
協力し合って解決していく中で問題解決能力や
チームワークなどを高めていくことを目的として
行われるものです。
　キャンプでは、選手とスタッフが7人1グループ
の6班に分かれ、常に話し合い、考え、アイディ
アを出し合いながら、コミュニケーション能力や
一体感、結束力を高め、さまざまな課題に挑む姿
を取材させていただきました。

　サッカー教室には、土庄美島サッ
カークラブの小学生と土庄中学校
サッカー部の子供たち約70名が参
加。中学生、小学生高学年、小学
生低学年に分かれ、それぞれに一
風変わった鬼ごっこのような運動
でウォーミングアップを行った後、
ボールを使った練習やミニゲームな
どで汗を流しました。
　さらに、翌日にはキャンプを終え
たばかりの監督と選手がサイン会ま
で開催していただき、子どもたちも
大喜び。この貴重な経験を大切に、
これからもがんばって練習をして、
ファジアーノ岡山の選手のように日
本のトップリーグで活躍する選手が
小豆島からも育つことを期待してい
ます！

J2ファジアーノ岡山
2016ウィンターキャンプ

～トップアスリートのキャンプを
取材させていただきました～

サッカー教室＆サイン会

▲真剣な表情で課題をクリアするためのアイディアを話し合う選手たち。
　「どうする？」

▲全員が丸太の上に乗ったまま指示に添って
　選手が入れ替わる課題。「落ちないように！」

▲台の上から丸太の上にある物を板とロープを  
　使って取る課題。「もう少しや！」

▲各グループ、課題をクリアするたびに生ま
　れる一体感。「ハイタッチ！」
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企
画
課　

課
長　

須
浪　

宏
和

「
土
庄
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

　

企
画
課
は
企
画
広
報
、
人
事

秘
書
、
少
子
化
対
策
室
の
担
当

に
よ
り
、
町
の
基
本
施
策
の
企

画
総
合
調
整
、
広
報
、
人
事
、

少
子
化
対
策
な
ど
の
業
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
地
方
創
生
が
叫
ば

れ
る
中
、
本
年
度
の
重
要
施
策

と
し
て
「
土
庄
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
平

成
27
年
10
月
30
日
に
策
定
し
ま

し
た
。

　

先
日
公
表
さ
れ
た
平
成
27
年

国
勢
調
査
速
報
に
よ
り
ま
す
と

土
庄
町
の
人
口
は
１
４
，０
０
５

人
で
、
前
回
調
査
（
平
成
22
年
）

か
ら
5
年
間
で
１
，１
１
８
人
減

少
（
７
・
３
９
％
減
少
）
し
て
い

ま
す
。

　

土
庄
町
の
将
来
人
口
は
、
現

状
の
ま
ま
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
平
成
72
年
に
は
５
，３
０
０
人

程
度
に
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
、

経
済
規
模
の
縮
小
や
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
か
ら
地
域
社
会

の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
町
の
人
口
の
将
来

展
望
と
し
て
平
成
72
年
の
目
標

人
口
を
１
万
人
程
度
に
設
定
し
、

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
社
会

動
態
（
転
入
数
と
転
出
数
の
差
）

を
増
加
傾
向
へ
転
換
し
、
自
然

動
態
（
出
生
数
と
死
亡
数
の
差
）

の
減
少
傾
向
を
抑
制
す
る
施
策

の
実
施
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

土
庄
町
総
合
戦
略
は
、
こ
の

よ
う
な
人
口
の
将
来
展
望
を
踏

ま
え
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済

の
縮
小
を
克
服
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
、
長
期
的
に
は

土
庄
町
に
お
い
て
「
ひ
と
」
を

つ
く
り
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」

を
つ
く
り
、「
ま
ち
」
を
つ
く
る

と
い
う
流
れ
を
確
か
な
も
の
に

す
る
た
め
の
対
応
策
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま

で
の
5
年
間
で
取
り
組
む
4
つ

の
基
本
目
標
を
①
人
の
流
れ
を

創
る
②
魅
力
あ
る
産
業
を
創
る

③
子
育
て
を
楽
し
め
る
環
境
を

創
る
④
時
代
に
合
っ
た
住
み
や

す
い
ま
ち
を
創
る
、
と
し
て
施

策
の
基
本
的
方
向
と
数
値
目
標

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
打
破
し
、
安
心
・

安
全
・
安
定
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
長
期
的
視
点
で
人

口
増
社
会
を
目
指
す
た
め
実
効

性
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

は
い
。
こ
ち
ら
土
庄
町
役
場

　
　
　
　
　
　
○
○
課
で
す
。

　戦没者等の死亡当時のご遺族で平成27年４月１
日において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷
病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受け
る方（戦没者の妻や父母等）がいない場合に、次の
順番による先順位のご遺族お一人に支給します。
　第十回特別弔慰金の請求期限は、平成30年4月
2日までです。この期限を過ぎますと受けることが
できなくなりますので、ご注意ください。

戦没者等の死亡当時のご遺族で
1．平成27年4月1日までに戦傷病者遺族等援護法
　　による弔慰金の受給権を取得した方
2．戦没者等の子
3．戦没者等の父母、孫 、祖父母 、兄弟姉妹
4．上記1から3以外の三親等内の親族
　　（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計
　　関係を有していた方に限る）

《支給内容》
　　　額面25万円、5年償還の記名国債

《請求期限》
　　　平成30年4月2日まで

《請求・問い合わせ先》
　　　町役場福祉課　☎62-7002

　引越しや長期間家を留守にするときに、水道メー
ターを設置したままにしておくと、漏水が発生して
も気づくことができず、多額の水道代の検針票や請
求書が届いて初めて気づくという場合があります。
　このような事態を防ぐために、町役場水道課で
は、申請があれば水道メーターの撤去を行っていま
す。メーターを撤去する費用は無料です。ただし、
撤去した水道メーターを再度設置する際は費用が
かかります。
　一般家庭で水道を使用しない期間が4ヶ月以上の
場合は、水道メーターを撤去する方が水道料金を払
い続けるよりも安くなりますので、考えてみてはい
かがでしょうか。

【参考】一般家庭でかかる費用と比較

水道メーターの交換のご案内
　町では、計量法に基づき8年ごとに水道メーター
の交換作業を行っています。
　対象となるご家庭には、文書にてご連絡します。
町が依頼した指定給水工事業者が、交換作業のため
に宅地内にて作業を行う際には、ご協力をお願いし
ます。

【問い合わせ先】町役場水道課　☎62-7009

福祉課からのお知らせ水道課からのお知らせ

手続はお済みですか

戦没者等の遺族に対する
第十回特別弔慰金

水道メーターの撤去のご案内

メーター撤去費用 無　料

メーター設置手数料（撤去してから1年以内） 3,000円

メーター設置手数料（撤去してから1年を超えるとき） 1,000円

4ヶ月間の使用水量が0㎥のときの水道料金 3,580円
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税務課からのお知らせ

町民税・県民税の申告は3月15日㈫までに

軽自動車等の名義変更・廃車の手続きはお早めに！

　申告が必要な方
○平成28年1月1日現在、土庄町に在住で、平成
　27年1月1日～平成27年12月31日において収
　入があった方
※ただし、収入がなかった方でも、国民健康保険
　税および介護保険料、後期高齢者医療保険料な
　どの算定基礎となるほか、各種福祉制度（限度
　額認定証、高額療養費、年金保険料免除・納付
　猶予、児童手当など）の判定資料となるため申
　告が必要です。

　申告を免除される方
○平成27年分の確定申告書を税務署に提出する方
○平成27年中に給与所得がある方で、すでに年末
　調整が終わり、追加の控除がない方
※ただし、給与所得の年末調整を提出した方でも
　雑損控除、医療費控除、寄附金控除などを受け
　ようとするときは申告が必要です。 

　申告のときに必要なもの
○印鑑（認印で可）
○平成27年中の源泉徴収票など所得内容が記入さ
　れている書類
○厚生年金、船員年金、国民年金、農業者年金な
　どを受給されている方は、1月下旬に送付され
　た平成27年分の源泉徴収票（年金の支払額を記
　載した書類）
　　※源泉徴収票がない場合は受け付けできませ

　　んので、紛失してしまった場合は、支払者
　　に再交付をお申し出ください。

○雑損、医療費、生命保険料、地震保険料、寄附金
　の控除を受ける場合は、支払いを証明する書類
○国民年金保険料などに係る社会保険料控除を受
　ける場合は、支払いを証明する書類
○繰越損失のある方は前年の確定申告の控え
○障害者控除を受ける場合は、身体障害者手帳
○所得税が還付になる場合は、ご本人名義の振込
　先が必要になります。

　税金の額を正しく計算するには、ご本人が収入などについて正しく申告していただく必要があります。
平成28年度の町民税・県民税の申告受付を２月29日㈪から３月15日㈫までの間、次のとおり行います。
該当する方は必ず申告をしてください。

　軽自動車税は4月1日現在で軽自動車や二輪車などを所有している方に課税されます。これらの車両を
新しく取得した場合や、名義や住所の変更、廃車などをした場合は、速やかに手続きをお願いします。

※手続きの方法や必要なものなどは、あらかじめ手続き場所にお問い合わせ下さい。

※2月29日㈪～3月8日㈫は、受付資
料一式を地区公民館に持っていき
ますので、町役場では申告できま
せん。ご了承ください。

※受付地区で申告できなかった方は、
3月9日㈬～15日㈫（土・日を除
く）の間、町役場１階で申告でき
ます。

 【問い合わせ先】
　町役場税務課　☎62-7001

▽町民税・県民税の申告受付日程
受付地区 受 付 日 受付時間 受付場所

豊　島
２月29日㈪

10:00 ～15:00 豊島公民館
3月 1 日㈫

大　部 ３月 2 日㈬  9:00 ～16:00 大部公民館
北　浦 ３月 3 日㈭  9:00 ～16:00 北浦公民館
大　鐸 ３月 4 日㈮  9:00 ～16:00 アクティブ大鐸
四　海

( 伊喜末、小江 ) ３月 7 日㈪  9:00 ～16:00 四海公民館

四　海
( 長浜、滝宮 ) ３月 8 日㈫  9:00 ～15:00 長 浜 公 堂

土庄・渕崎
３月 9 日㈬～
３月15日㈫
( 土・日を除く )

 9:00 ～17:00
町役場１階
福利厚生室
町民相談室

種　　　　　別 手続き場所 問い合わせ先
原動機付自転車（125cc 以下）
小型特殊自動車 町役場税務課 ☎62-7001

軽二輪車（125cc 超～250cc 以下）
二輪小型（250cc 超） 香川運輸支局 ☎050-5540-2075

軽自動車（軽四輪・軽三輪） 軽自動車検査協会 ☎050-3816-3122



7Ｈ 28.2

税務課からのお知らせ

平成28年度の町民税・県民税の主な税制改正をお知らせします

軽自動車税の税額が変更となります

◆公的年金からの特別徴収制度の見直し（平成28年10月以後）
①仮特別徴収税額の計算方法の見直し
　　特別徴収税額の均一化を図るため、仮特別徴収税額が前年度分の公的年金等に係る個人住民税額の2
　分の1に相当する額となり、仮特別徴収税額は平成29年4月から次のとおり計算方法が変わります。
 

②特別徴収の継続
　　公的年金からの特別徴収対象者が他市区町村に転出したり、特別徴収税額が変わった場合に、特別
　徴収から普通徴収に徴収方法を変更していましたが、特別徴収が継続されます。　※要件あり

◆ふるさと納税にかかる改正
①特例控除額の拡充
　　税額控除額の計算のうち、特例控除額の上限が平成28年度から所得割額（調整控除後の所得割の税
　額）の10％から20％に拡充されます。また、平成27年より「ふるさと納税ワンストップ特例制度」
　も創設されています。
　※ふるさと納税についての詳しい内容は、「総務省ふるさと納税ポータルサイト」をご覧ください。

【問い合わせ先】町役場税務課　☎62-7001

　地方税法の一部改正により、平成28年度から軽自動車税の税額が次のとおり変更になります。
●原動機付自転車・二輪車・小型特殊自動車

●三輪・四輪以上の軽自動車

※平成28年度に重課対象となるのは平成14年12月31日までに新規検査を受けた車両になります。
　また、電気軽自動車・天然ガス軽自動車・メタノール軽自動車・混合メタノール軽自動車・ガソリン
　電気併用の軽自動車・被けん引自動車を除きます。
●三輪・四輪の軽自動車のグリーン化特例

※グリーン化特例については、平成27年4月1日～平成28年3月31日に新規検査を受けた車両に限ります。

仮　　　　　徴　　　　　収 本　　　　　徴　　　　　収
4　月 6　月 8　月 10　月 12　月 翌年2月

改正前 前年度分の本徴収税額÷３
（前年度２月と同じ額） （年税額—仮徴収税額）÷３

改正後 前年度分の特別徴収税額÷６ （年税額—仮徴収税額）÷３

車　　　両　　　区　　　分 改正前（平成27年度まで） 改正後（平成28年度から）

原動機付自転車

50cc 以下 1,000円 2,000円
50cc 超～90cc 以下 1,200円 2,000円
90cc 超～125cc 以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

軽二輪車（125cc 超～250cc 以下） 2,400円 3,600円
小型二輪車（250cc 超） 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

車　両　区　分 平成27年3月31日までに新
規検査した車両（現行税額）

平成27年4月1日以降に新規
検査をした車両（新税額）

新規検査後13年を経過した
車両（重課税額）

三　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪以上
乗　用

営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨　物
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

 軽課税率の区分 75％軽減税率 50％軽減税率 25％軽減税率

軽課税率の対象・要件等 電気自動車・燃料電池自動
車・天然ガス自動車

◦乗用車は、平成32年度燃費
　基準＋20％達成車
◦貨物車は、Ｈ27年度燃費基準＋
　35％達成車

◦乗用車は、平成32年度燃費
　基準達成車
◦貨物車は、平成27年度燃費
　基準＋15％達成車

三　　輪 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上
乗　用

営業用 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 2,700円 5,400円 8,100円

貨　物
営業用 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 1,300円 2,500円 3,800円



8 Ｈ 28.2

農林水産課からのお知らせ

オリーブの苗木配布のご案内
　町内でオリーブ栽培を希望する方を対象にオリー
ブ栽培者から提供を受けた苗木を配布します。苗木
の受け取りを希望される方は、事前にお申し込みく
ださい。

▶申込期間／2月12日㈮～29日㈪
▶申込先／町役場農林水産課 ☎62-7007
▶苗木配布日／3月18日㈮　10時〜15時
　　　　　　　3月19日㈯　10時～12時
▶配布場所／木香の浜（土庄町柳）　

※配布した苗木の転売・譲渡は固くお断りします。
　本人による申し込み、受け取りをお願いします。
※希望数が苗木の予定数に達し次第、受付を終了し
　ます。
※苗木の受け取り・手持ちの道具 ( スコップ、苗木
　ポットなど )・運搬については、希望者ご自身の
　負担でお願いします。

 《オリーブ植付けのポイント講習会》
　小豆農業改良普及センターが「オリーブ植付けの
ポイント講習会」を行います。
　「昨年植えてみたけど、うまく育たなかった」など、
オリーブ栽培に不安のある方や初めてオリーブ栽培
をされる方は、この機会にぜひご参加ください。
　▶と　き／3月18日㈮　9時45分～
　▶ところ／木香の浜（土庄町柳）

小豆地区有害鳥獣被害対策
ワークショップのご案内

◆と　き／3月3日㈭　18時30分～21時
　　　　　　　　　　　（開場は18時）
◆ところ／小豆島オリーブ公園
　　　　　サン・オリーブ 多目的ホール
◆内　容／香川県集落活動支援事業の成果報告
　　　　　捕獲補助者制度を活用した地域ぐるみの
　　　　　被害対策について
◆講　師／阿部 豪 氏

　　　（㈱野生鳥獣対策連携センター 専務取締役）
◆対象者／どなたでも参加できます。
◆主　催／香川県
◆問い合わせ先／町役場農林水産課　☎62-7007

オリーブ冬期栽培管理講習会
◆と　き／2月23日㈫　13時30分～14時30分
◆ところ／ひまわり福祉会畝木農園
　　　　　※土庄港から254号線を戸形方面へ進
　　　　　　むと左側に看板を設置しています。
◆対象者／小豆地域でオリーブを栽培している方
◆内　容／せん定の実技
　　　　　※当日、都合の悪い方は2月24日㈬に小
　　　　　　豆島町で講習会を開催しますので、お
　　　　　　問い合わせください。
◆問い合わせ先／小豆島オリーブ振興協議会事務局
　　　　　　　　（香川県小豆農業改良普及センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎75-0145
　　　　　　　　町役場農林水産課　☎62-7007

豊かな「食」を通した人の交流
　皆さんこんにちは。寒くなりましたね。瀬戸内は
温暖なイメージがあったので、海風でこんなに寒い
とは意外でした。冬は美味しい魚と野菜で鍋料理で
も囲みたいですね！私は、昨年から「島の食材を使っ
た美味しいものを通した、人がつながる場所づくり」
を企画しています。
　12月は豊島の食材を
使ったオリーブ料理の会
でオリーブの新漬けの
ペースト、豊島のたこ、
島の野菜を使った豊島特
製オリーブピザを作りま
した。

Slow Island〜島の豊かな食と暮らし発見伝〜

　また、1月には、食のフラム塾で一緒に学んでい
る方を講師にお招きして、豊島のいちごと甘酒を
使った豆乳プリン作りと発酵食甘酒のお話会をしま
した。
　島外から来た人と島の人、昔から島に住んでいる
人と移住してきた人、美味しい料理はみんなが笑顔
になり自然と交流が深まります。それぞれの集落や
地域を超えたつながりが生まれ、島の人たちの交流
の輪が広がり、日々の中で幸せな時間や楽しみが増
えるといいなと思っています。小豆島に住む町民の
方も気軽に豊島に来てくださいね！
　豊島には豊かな食材と自然、それを活かした豊か
に暮らす知恵がたくさんあります。島の自然素材を
使った草木染めや竹細工の講座も企画中です。今後
は、こうした講座を豊島の観光イベントへとつなげ
ていきたいと考えています。
　Facebook ご利用の方は、「香川県土庄町地域お
こし協力隊」のページで活動の様子や写真を掲載し
ていますので、ぜひご覧ください！

地域おこし協力隊コーナー第5回
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　2月は1年中で最も寒い時期であるとともに、高校では入
試や卒業式、年度末の整理など最も忙しい時期となります。
両校とも最後の年度に向けて特別な行事の計画も進んでいま
す。
入試日程をお知らせします

  平成28年度入学者選抜の日程は、右の表のようになります。
土庄高校、小豆島高校とも、「一般選抜」のみ実施し、「自己
推薦選抜」は実施しません。加えて合格発表日以降に、クラス編成テストや合格者に対する説明会が行われ
ます。また、定時制においては「一般選抜」以外に「第２次募集」があります。
入学者選抜についての質問にお答えします

　昨年、一般の方から「特進コースは倍率が高いが、不合格者はどうなるのか」という質問がありました。
　昨年から統合高校での生徒募集の方法を先行実施して、コース別募集となっていますが、特進コースと普
通コースの併願が可能です。願書に第２志望まで記入（例えば、第１志望を特進コース、第２志望を普通コー
スと記入）していれば、第１志望で不合格になっても第２志望で合格になることがありますので、受検の時
は第２志望をどうするか、よく考えてから出願してください。
問い合わせ先

　統合高校に関するご意見やご質問は syodoh02@kagawa-edu.jpまでお願いします。
　　土庄高校・小豆島高校　担当 主幹教諭：塩田　☎62-1388

統合高校情報室
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相
手
と
の
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
難
し
く
な
り

ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
に
た
く
さ

ん
抱
っ
こ
さ
れ
て
大
事
に
育
て

ら
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
自
分
の

こ
と
を
大
切
に
で
き
る
、
そ
し

て
相
手
の
こ
と
を
信
頼
す
る
こ

と
が
で
き
る
素
地
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
親
御
さ
ん
に
し

て
も
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
い

る
と
抱
っ
こ
し
て
泣
き
止
ま
せ

て
あ
げ
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

「
抱
き
癖
」な
ん
て
気
に
せ
ず
、

た
く
さ
ん
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

〈 「
抱
き
癖
」
つ
け
な
い
方
が
い
い
？ 

〉

【
子
ど
も
の
健
康
相
談
室
】

内
海
病
院
小
児
科
山
本
真
由
美
先
生

2月
16日㈫・17日㈬ 願書受付
22日㈪〜24日㈬ 志願変更受付

3月
8日㈫ 学力検査
9日㈬ 面　　接

17日㈭ 合格発表

3月
22日㈫・23日㈬ 願書受付

25日㈮ 検査・面接
29日㈫ 合格発表

【全日制・定時制　一般選抜】

【定時制　第２次募集】
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〜ノロウイルスに
感染しないために〜

◎手洗いをしっかりと！
　特に食事前やトイレの後、調理前後は石鹸
でよく洗い、流水で十分に流しましょう。

◎「人からの感染」を防ぐ！
　感染した人のおう吐物、便を処理するとき
は、マスクと手袋を着用し、周りを汚染させ
ないようにしましょう。

◎「食品からの感染」を防ぐ！
　生ものを控え、85℃以上で1分以上加熱調
理をしましょう。
　調理器具の使用後はすぐに洗いましょう。
熱湯（85℃以上）で1分加熱消毒が有効です。

～ノロウイルスに感染したら〜
　体力の弱い乳幼児や高齢者は、脱水症状を起こ
したり、体力を消耗しないように、「水分」と「栄養」
の補給を充分に行い、病院で診察を受けましょう。
◆素人判断で、下痢止めや吐き気止めを飲んでは
　いけません。細菌や毒素が腸内にとどまり症状
　が悪化する危険があります。
◆安静にし、脱水を防ぐため、おう吐や下痢が
　続いていても何回かに分けて経口補水液を補
　給しましょう。
◆寒がるときや手足が冷えているときは、全身
　を毛布などで温めたり、電気あんかなどを使
　用しましょう。
◆熱があるときは、氷枕などを利用しましょう。

やすらぎプラザ ☎62−1234

地域包括支援センターだより

保健センターだより

やすらぎプラザ ガイド

知って安心！ノロウイルス（感染性胃腸炎・食中毒）対処法

歯は健康の入り口！－楽しくおいしく食べるために－

　11月～2月の冬の時期に起こる食中毒の多くはウイルスによるもので、
代表的なものとしてノロウイルスがあります。ノロウイルスは手指や食品な
どを介して人の腸管内で増え、おう吐、下痢、腹痛、微熱などを起こします。
また、ノロウイルスにはワクチンがなく、治療は対処療法に限られるので、
家庭でできる予防や対処法を知って、この冬を安心して過ごしましょう。

　皆さんは何でも噛んで、おいしく食べられていますか？歯みがきの時に歯ぐきから血が出る、歯ぐきが腫
れる、歯がぐらぐらするなど、自分の歯で気になる症状はありませんか？
　生活習慣病の多くを予防・改善するには歯の健康は欠かせません！次の日程で、歯科衛生士による歯周病
予防教室を開催します。歯の手入れの方法や気になる症状を相談しませんか。ご近所のお友だちを誘って、
ぜひご参加ください。
▶と　き／2月22日㈪　13時30分～15時　（受付：13時～）
▶ところ／やすらぎプラザ　３階研修室
▶内　容／講話とブラッシング指導
　　　　　　歯周病予防から生活習慣病を予防しょう！
　　　　　　歯周病に気をつける歯みがきについて
▶対象者／土庄町民で20歳以上の方
▶申込期限／2月15日㈪まで
▶申込・問い合わせ先／保健センター　☎62-1234

毎月19日は「かがわ食育の日」朝ごはんを食べましょう！
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■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。　町役場企画課　☎62−7014

まち　わだいTown Topicsの

　土庄町消防出初式がフレトピアホールで行われ、消防本部
職員をはじめ、町内 7 地区の消防団員、鹿島・大木戸の少年
消防クラブ員など約 300 名が参加しました。
　今年は、昨年10月15日に横浜市で開催された第22回全国
女性消防操法大会に出場した土庄町消防団女性消防隊が軽可
搬ポンプ操法を行い、半年以上にわたる長い訓練で培った技
術を披露しました。
　その後、団員として長年活躍された方々への表彰や訓示、
新年のあいさつなどの式典が行われました。

　土庄町成人式が中央公民館で開催されました。
　晴れて成人の日を迎え出席した男性50名、女性
62名の新成人は、華やかな振袖やスーツ・羽織袴
などに身を包み、久しぶりに会う友人や恩師との
再会を喜び合っていました（今年度の成人式対象
者は132名）。
　式では、記念撮影や思い出のスライドショーの
ほか、今年は「友」「先生」「家族」に対する感謝の
言葉を語る場面もあり、会場は門出を祝う華やか
な雰囲気に包まれていました。
　それぞれの思いを胸に、社会の大海原へと旅立
つ新成人の皆さん、おめでとうございます。

　瀬戸内国際芸術祭2016の土庄町住民説明会が中央公
民館で開催され、関係各地区自治会長など約60名が参
加しました。
　説明会では、総合ディレクターの北川フラム氏が「今
回は小豆島全体に作品が広がった。島全体が盛り上がっ
てほしい。」と挨拶され、3回目となる瀬戸内国際芸術
祭に向けて、町内に展示される作品やイベントの概要
が説明されました。

　今年も尾崎放哉生誕日に合わせ〝放哉講話″と題した
記念行事が開催されました。
　今回は女性の目線から尾
崎放哉を愛した人々につい
て、また愛された理由につ
いて、日本放哉学会会員の
小山貴子先生による講演会

「―私が巡りあった―放哉
を愛した人々」と、座談会

「第2回私の好きな放哉句」
が行われ、約40名の参加
者が熱心に耳を傾けていま
した。

1/10　土 庄 町 消 防 出 初 式

1/10　土 庄 町 成 人 式

1/15 瀬戸内国際芸術祭2016 土庄町住民説明会 1/20　尾崎放哉生誕記念行事

Town  Topics

Town  Topics
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午前 9 時〜午後 6 時
（水曜日は午後 7 時まで）

毎週月曜日、11日㈭休 館 日

開館時間
☎62−0273 書　　　　　名 著　 者

○大人のおりがみ教室
 　2月10日㈬　13時30分　「ひな人形」
　　※事前に申し込みが必要です。
○おりがみ教室
　2月13日㈯　10時　「ひな人形」
　　※事前に申し込みが必要です。
○読書ボランティア講座≪ブックトーク≫
　2月14日㈰　13時30分　
　　講師：北畑 博子さん
○古文書を読む会
　2月16日㈫、23日㈫、
　3月1日㈫、8日㈫　9寺30分
○英語教室
　2月17日㈬、3月2日㈬　10時 「人間喜劇」
○みんなであそぼっ !!
　2月20日㈯ 10時 「とんとんとんキツツキさん」
○映画会
　2月21日㈰　14時　「ベイマックス」
○読書会
　2月27日㈯　10時　「おすすめの一冊」
○庄野さんの絵本のおはなし
　2月27日㈯　13時30分
○郡誌を読む会
　2月28日㈰　10時
○アメリカの歴史講座
　2月28日㈰　13時30分
○おはなし会
　3月5日㈯　10時30分
○入園・入学の本展
　3月1日㈫～30日㈬
○雑誌・本のリサイクル市
　3月5日㈯～6日㈰　「家庭で再利用」

谷崎潤一郎全集　11
だれもが知ってる小さな国
はぐれ長屋の用心棒　33　
料理人季蔵捕物控　夏おにぎり
魔女の封印
ロスト
ブルーアウト
薄情
蛮政の秋
決戦！三國志
ギリシア人の物語　1
学校の近くの家
逆島断雄と進駐官養成高校の決闘
たんぽぽ団地
はだれ雪
当確師
獅子吼
お伊勢まいり
孫と私の小さな歴史
小説母と暮せば
人魚の眠る家
岳飛伝　15
この世にたやすい仕事はない
記憶屋
これだけで、幸せ
ほんとうの贅沢
冷たい校舎の時は止まる　上・下
大人の流儀　5 
十字架の王女

谷崎潤一郎
有川　　浩
鳥羽　　亮
和田はつ子
大沢　在昌
呉　 　勝浩
鈴木　光司
絲山　秋子
堂場　瞬一
田中　芳樹
塩野　七生
青木　淳悟
石田　衣良
重松　　清
葉室　　麟
真山　　仁
浅田　次郎
平岩　弓枝
佐藤　愛子
山田　洋次
東野　圭吾
北方　謙三
津村記久子
織守きょうや
小川　　糸
吉沢　久子
辻村　深月
伊集院　静
大沢　在昌

　日本赤十字社による救急法基礎講習が次のと
おり行われます。講習を希望される方は事前に
お申し込みください。
▶とき／3月6日㈰　13時～17時
▶ところ／土庄町総合福祉会館
▶内容／心肺蘇生、AED を用いた除細動、気道異物除去
▶対象者／15歳以上
▶受講料／1,500円
▶申込期限／3月4日㈮まで
▶申込・問い合わせ先／日本赤十字社香川県支部
　　　　　　　　　　　☎087-861-4618

平成28年度図書館ロビー展
一般出展者を募集します！

　「いつの間にか作品がたくさんできたのに…発表の場
が無い」という方、「自分一人で眺めるにはおしい！」
という方は、この機会にぜひご応募ください。
▶展示期間／平成28年4月～平成29年3月の間で、 図

書館が指定した期間
　　　　　※1人につき1回限定　1週間～2週間
▶展示場所／ほんとぴあ（中央図書館）
▶展示物／写真・絵・絵手紙・工芸品など
　　　　　（原則、自作に限る）
▶対象者／土庄町民（グループでの申込ＯＫ）
▶申込期限／2月28日㈰まで
▶申込方法／中央図書館窓口で申込用紙にご記入ください。
　　　　　※応募者多数の場合は、作品をご確認させて
　　　　　　いただいた後で決定させていただきます。
　　　　　　ご了承ください。
▶問い合わせ先／ほんとぴあ（中央図書館）
　　　　　　　　☎62-0273

赤十字講習会
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今月の納税
固 定 資 産 税…第4期分
国民健康保険税…第5期分
介 護 保 険 料…第5期分
後期高齢者医療保険料…第8期分

納期限 ２月29日㈪

2月12日

　　18日
　　22日
　　23日

　　24日

　　25日

　　26日
3月 3 日

　 8 日

2月13日

　　13日・14日

　　14日

　　21日

◦乳児健診（Ｈ27年4月生まれ）　
　（Ｈ27年9月生まれ）
◦ヘルシー講座（要予約）
◦歯周病予防教室
◦ことばと聴こえの相談
　（要予約）
◦すこやかルーム
　（Ｈ27年12月生まれ）
◦1歳児相談
　（Ｈ27年1月～2月生まれ）

◦子育て相談
◦乳児健診（H27年5月生まれ）
　（H27年10月〜11月生まれ）
◦からだとこころの相談室
　（要予約）

◦古文書出前講座（第2回）
　　中央公民館

◦大部地区文化展
　　大部公民館
◦渕崎地区卓球大会
　　フレトピアホール
◦土庄町子ども会研究大会
　　中央公民館
◦渕崎地区バドミントン大会
　　フレトピアホール

◆ 相 談 案 内 ◆

◆ やすらぎプラザ ◆

◆ 公　民　館 ◆◆ 主 な 行 事 ◆

2月13日・14日

　　28日

3月 3 日
　 6 日

◦赤松柳史顕彰俳画展
　　中央公民館
◦土庄町フットサル大会
　　フレトピアホール
◦３月土庄町議会定例会（召集予定）
◦土庄町芸能まつり
　　中央公民館

2月16日

　　18日
　　24日

　　26日

3月 1 日
　 8 日

毎週水曜日

◦ベビーマッサージ教室
　（要予約）
◦愛の園保育所園庭開放日
◦ぴよぴよスクール
　「幼児食の工夫」
◦２月・３月生まれ誕生会
　（要予約）
◦ピョ～ンと遊ぼうタイム
◦大きくなったね・ありがとう会
　（要予約：2月16日まで）
◦絵本の読み聞かせ会
　（図書館職員）

◆ 子育て支援センター ◆

2 月 の 行 事 予 定 2月10日～3月9日

◦行政相談（大鐸公民館）
2月12日㈮　13：30〜16：00

◦心配ごと相談および交通事故相談
　　　　　（総合福祉会館）

2月16日㈫　13：00〜15：00
3月 1 日㈫　13：00〜15：00

◦年金相談（中央公民館）
3月 2 日㈬　10：00〜15：00

〈小豆総合事務所保健福祉課 ☎62-1373〉
◦家族相談　　※予約制

2月26日㈮　14：00〜15：30

 13:00/10:00

8：30

13：00

13：00
13：15

9：30
13：00

10：00

13：15

13：15
10：00
13：00
13：15

9：30

13：30

9：00

9：30

9：00

9：30

10：00
10：00

10：00

10：30
10：30

10：00

10：30

　明治34年3月21日に本町に生まれ、中国古書や古今の俳画を研究され、俳句・
日本画を学び「柳史俳画」と称される一境地を拓いた土庄町の偉大な先人、赤
松柳史先生の作品を展示します。
　今回の俳画展には、柳史先生の作品以外にもオリーブ神社“句碑の森”に句
碑が建立されている昭和の偉大な俳人と呼ばれた水

み ず

原
は ら

秋
しゅう

桜
お う

子
し

、阿
あ

波
わ

野
の

青
せ い

畝
ほ

など
の句碑の原画、京都の天龍寺派８代管長を務めた関

せ き

牧
ぼ く

翁
お う

、京都の清水寺貫主を
務めた大

お お

西
に し

良
りょう

慶
け い

の句碑建立の願文など貴重な作品や赤松柳史顕彰会会員の作品
なども合わせて展示します。この機会にお誘い合わせの上、ぜひご鑑賞ください。       
　　　               ◆と　き／2月13日㈯ 13時〜16時、14日㈰ 10時～15時

◆ところ／中央公民館
◆入場料／無料
◆問い合わせ先／赤松柳史顕彰会事務局（中央公民館内）　☎62-7013

　誰でも気軽に参加できるフットサルを通じて、仲間と楽しくコミュニケーションを図ろう！
▶と　　き／2月28日㈰　8時30分～
▶と こ ろ／フレトピアホール
▶参加資格／選手の過半数が土庄町の出身者・在住者・勤務者であること。
　　　　　　運営委員1人を選出し、かつ大会運営全般に協力できるチームであること。
▶参 加 料／１チーム　2,000円
▶チーム編成／プレミアブロック（一般）、なでしこブロック（女性限定）
▶申込期限／2月18日㈭　17時まで
▶抽 選 会／2月22日㈪　中央公民館　19時～　
▶申込・問い合わせ先／町教育委員会事務局 生涯学習課　☎62-7013

赤松柳史顕彰俳画展 ～句碑の森と俳句～

第12回土庄町フットサル大会 参加チーム募集 !!

△土庄港ターミナルビル前
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　2月20日から小豆島ク
リーンセンターの点検補
修工事を実施し、焼却処
理能力が半減するため、
次の期間は可燃の粗大ご
みの受け入れを停止させ
ていただきます。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をよ
ろしくお願いいたします。
　なお、土庄町一般廃棄物最終処分場（小江地区）
の不燃の粗大ごみは受け入れ可能です。

◆受入停止ごみ／可燃の粗大ごみ
　　　　　　　　（小豆島クリーンセンター）
◆受入停止期間／2月29日㈪～3月21日㈪（予定）

【問い合わせ先】
　町役場住民環境課　　　　☎62-7010
　小豆島クリーンセンター　☎75-2711

　国が実施する全国瞬時警報システム全国一斉情報
伝達訓練を次のとおり実施します。
　この訓練により、屋外拡声器や家庭用の戸別受信
機、学校施設などに設置されている IP 告知端末か
ら訓練用の電文が自動的に放送されます。
　訓練放送ですので、実際の災害とお間違えの無い
ようにご注意ください。
　▶放送日時／2月18日㈭　14時15分頃
　　　　　　　※気象状況などによって、訓練放送
　　　　　　　　を中止する場合があります。
　▶放送内容／①上りチャイム音
　　　　　　　②「これは、テストです。」×3回
　　　　　　　③「こちらは防災土庄町役場です。」
　　　　　　　④下りチャイム音
※全国一斉情報伝達訓練は定期的に実施されます。
　今後の訓練実施の際には戸別受信機を用いて、町
　民の皆さんに事前周知いたします。

【問い合わせ先】町役場総務課　☎62-7000　

粗大ごみ受け入れの停止のお知らせ 全国瞬時警報システム（J-ALERT）
全国一斉情報伝達訓練のお知らせ

ごみ処理施設直接搬入
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町内の

町の町の 島の

小豆島

島の主要 島の

吉田ダム
殿川ダム
山田ダム

1月20日

1,290,000 ㎥
580,000 ㎥
194,000 ㎥

利水容量

1,235,400 ㎥
557,500 ㎥
194,000 ㎥

貯水量

95.8％
96.1％

100.0％

貯水率

殿川ダム
吉田ダム
豊　　島

観測地

区　分 1月1日 前月比 前年比 12月の動き
人　口

男
女

世帯数

1月1日
人　　口

男
女

世 帯 数

出 生
死 亡
転 入
転 出

3
22
26
23

13,825
6,443
7,382
6,049

小豆郡
28,760
13,520
15,240
12,648

土庄町
13,825

6,443
7,382
6,049

小豆島町
14,935

7,077
7,858
6,599

△16
△ 3
△13
△13

△258
△111
△147
△ 41

6 ミリ
8 ミリ
6 ミリ

1月1日～19日

△31 ミリ
△33 ミリ
△38 ミリ

前年比

出動件数　57 件
搬送人員　47 人

町内の救急・火災概況（12 月分）

出火件数　　 0 件
焼損面積　　　0 ㎡

救　　急 火　　災 発生件数
死亡者数
負傷者数

区　分

4 件
0 人
5 人

12月

41 件
1 人

44 人

1月からの累計

※人口は「香川県人口移動調査」によるもので、10 月 1 日に実施した国勢調査の人口とは異なります。平成 27 年国勢調査に基づく人口は、確定値が公表されしだい掲載します。

Information

　かがわ長寿大学高松校
　受講生募集
▶開校期間／平成28年4月～
　　　　　平成30年3月（2年制）
▶開校場所／香川県社会福祉総
　　　 合センター７階大会議室
　（高松市番町一丁目10番35号）
▶受講資格／次の条件を満たす方
　①香川県在住で、平成28年4
　　月1日現在満60歳以上の方
　②過去にかがわ長寿大学を受
　　講したことのない方（かが
　　わ長寿大学地域セミナーの
　　みの受講は可）

▶募集人員／192名
　※申込多数の場合は、第三者
　　による公開抽選により受講
　　生を決定
▶受講料／１年間につき25,000円
　（教材費などの一部として）
▶受付期限／2月29日㈪まで
　　　　　　当日消印有効
▶申込方法／往復はがきに、住所、

氏名 ( ふりがな )、生年月日、年齢、
性別、電話番号および「かがわ
長寿大学高松校受講希望」と記
入し、お申し込みください。

　（申し込みは一人につき１枚）
▶申込・問い合わせ先／
　〒760-0017　
　高松市番町一丁目10番35号
　かがわ健康福祉機構長寿社会部
　　☎087-863-0222

　小豆島准看護学院生徒募集
▶入学定員／15名
▶修業期間／2年
▶受験資格／①高等学校以上卒業者
　　　　　　②中学校卒業者
　　 ※ともに卒業見込みを含む
▶試験日時／3月10日㈭  10時
▶試験場所／小豆島准看護学院
　　　　　　（内海病院北隣）
▶試験科目／国語、数学、面接
▶受験料／10,000円
▶願書受付期間／3月1日㈫～7日㈪
　　　　　　　　17時まで
▶申込・問い合わせ先／
　小豆郡医師会立小豆島准看護学院

☎・fax 82-0498

　調停相談会
▶とき／3月5日㈯　9時～12時
▶ところ／イマージュセンター
　（小豆島町農村環境改善センター）

▶内容／金銭貸借、賃貸借、交
　　　　通事故、土地境界、夫
　　　　婦関係、親子関係など
　　　　のもめごと
　※調停手続きの予定は問いません。
　※相談者の秘密は固く守られます。
▶相談員／土庄簡易裁判所民事
　調停委員、高松家庭裁判所土
　庄出張所家事調停委員
▶相談料／無料
▶主催／土庄調停協会

　小豆島法人会講演会
　落語家で、僧侶で、
利酒師の露の団姫女
史がみなさんの笑顔
を満開に !!
落語＋講演。
▶とき／2月19日㈮
　　　　14時～15時30分
　　　　 （受付：13時30分～）
▶ところ／小豆島ふるさと村
　　　　　ふるさと荘交流センター
▶演題／「一隅を照らす」
　～自分の持ち場で一生懸命～
▶講師／露

つ ゆ

の団
ま る

姫
こ

女史
　　　　（落語家・天台宗僧侶）
▶参加料／無料
▶定員／70名（定員になり次第締切）
▶申込期限／2月10日㈬まで
　※準備の都合上、締切日まで
　　にお申し込みください。
▶共催／（一社）香川県法人会
　連合会、小豆島税務関係団体
　連絡協議会、土庄町商工会、
　小豆島町商工会
▶後援／土庄町・小豆島町
▶申込・問い合わせ先／
　小豆島法人会　☎62-4303

募　　　集

相　　　談

講演会・講習会
職　　種 水道管理人（嘱託職員）

採用予定人員 １名程度

応 募 資 格
（日本国籍を有し、地
方公務員法第16条に
該当しないこと。）

①65歳未満の方
②普通自動車運転免許
　を有する方

申込書類 申込書（所定のもの）

第1次試験日時・場所 別途通知

申込書請求開始日 2月8日㈪

申込期間
2月8日㈪から2月19日㈮
までの平日午前9時から午
後5時まで

（郵送の場合は、期間内必着）

採用予定年月日 平成28年4月1日

申込・問い合わせ先 町役場企画課 ☎62－7014

　土庄町職員募集
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　1月27日、土庄町・小豆島町の両町が、島の青少年が
夢や希望を持って活躍することを応援してもらおうと、
大相撲で活躍する琴勇輝関を「小豆島夢応援大使」に
任命し、委嘱式を行いました。
　式では、両町長から委嘱状と名刺が手渡され、琴勇
輝関は「自分は横綱になりたいという夢をずっと持っ
て頑張ってきた。島の子どもたちには、夢を持って頑
張ってもらい、その姿を応援していきたい。」と語られ
ました。

表 紙 の 紹 介

総　　務　　課　☎62−7000
企　　画　　課　☎62−7014　少子化対策室　
　地域医療再生対策室　 
税　　務　　課　☎62−7001
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票　☎62−7003
　衛 生・環 境　☎62−7010
　人 権 推 進 室　☎62−7015

福　　祉　　課　☎62−7002
商 工 観 光 課　☎62−7004
出　　納　　室　☎62−7005
　債 権 管 理 室　☎62−7016
建　　設　　課　☎62−7006
農 林 水 産 課　☎62−7007
水　　道　　課　☎62−7009
議 会 事 務 局　☎62−7011

健 康 増 進 課　☎62−1234
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局
教 育 総 務 課　☎62−7012
生 涯 学 習 課　☎62−7013
中 央 公 民 館　☎62−0238
大 鐸 公 民 館　☎62−0704
北 浦 公 民 館　☎65−2050
四 海 公 民 館　☎64−5050

豊 島 公 民 館　☎68−2050
大 部 公 民 館　☎67−2050
戸 形 公 民 館　☎62−0108
渕 崎 公 民 館　☎62−5990
土 庄 中 央 病 院　☎62−1211
中 央 図 書 館　☎62−0273
子育て支援センター　☎62−5990
総 合 福 祉 会 館　☎62−2700
フレトピアホール　☎62−7077

く ら し の ダ イ ヤ ル ご用の際は直通ダイヤルへ

「

夢

へ

の

挑

戦

」

　

暦
の
上
で
は
春
立
ち
ま
し
た

が
、
吐
く
息
の
白
さ
が
一
層
寒

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
時
折
吹

く
東
風
に
、
梅
の
つ
ぼ
み
も
ち

ら
ほ
ら
と
ほ
こ
ろ
び
始
め
、
そ

の
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
が
春
を
知

ら
せ
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

１
月
27
日
に
、
夢
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
る
小
豆
島
の
子
ど
も

た
ち
を
応
援
す
る
「
小
豆
島
夢

応
援
大
使
」
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

大
相
撲
で
活
躍
し
て
い
る
小
豆

島
出
身
の
力
士
で
あ
る
琴
勇
輝

関
に
大
使
と
し
て
就
任
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
場
所
も
勝
ち
越
す
な
ど
、

躍
進
が
目
覚
ま
し
い
島
ゆ
か
り

の
力
士
で
あ
る
琴
勇
輝
関
で
す

が
、
決
し
て
こ
れ
ま
で
の
道
の

り
が
順
風
満
帆
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
膝
の
大
け
が
で
力

士
生
命
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

苦
境
を
不
屈
の
精
神
で
乗
り
越

え
、
正
々
堂
々
と
真
正
面
か
ら

相
撲
道
に
取
り
組
む
ひ
た
む
き

な
姿
は
、
我
々
島
民
に
も
大
き

な
感
動
を
与
え
、
夢
を
追
う
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
清
く
・

強
く
・
頼
も
し
い
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
な
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
横
綱
を
目
指
し
奮

闘
す
る
琴
勇
輝
関
か
ら
、「
挑
戦

す
る
『
勇
気
』」
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
い
つ
か
は
小
豆
島
で
優

勝
パ
レ
ー
ド
す
る
姿
を
と
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

　

最
近
で
は
土
庄
中
学
校
柔
道

部
が
全
国
規
模
の
大
会
に
出
場

す
る
な
ど
、
ま
ち
の
子
ど
も
た

ち
の
活
躍
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
琴
勇
輝
関
の
「
島
の

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
夢

を
抱
い
て
頑
張
る
姿
を
応
援
し

た
い
。」
と
い
う
エ
ー
ル
と
共
に
、

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
す

る
子
ど
も
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

春
ま
だ
浅
く
、
余
寒
は
ま
だ

ま
だ
続
き
ま
す
が
、
春
の
足
音

と
と
も
に
皆
さ
ま
に
幸
せ
が
訪

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

人
の
動
き

12
月
21
日
〜
1
月
20
日
受
付（敬

称
略
）

◎
掲
載
を
辞
退
さ
れ
る
方
は

　
　
　

届
出
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

★
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

♥
ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
し
あ
わ
せ
に

●
お
く
や
み

ご
め
い
ふ
く
をお祈
り
し
ま
す
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大
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崎
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届
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浦
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浦
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環境にやさしい路線バスを利用しましょう！


